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要旨
　強い意志を持ち、豊富な知識や高い技術力を有
する専門家が集まれば、プロジェクトは必ず成功
するというわけではない。成功率を高めるために
は専門知識等とは別に「プロジェクトマネジメン
ト能力」が必要である。そして現在、ITや建築と
いった分野だけでなく多種多様な分野においてプ
ロジェクトマネジメント能力の育成が求められて
いる。執筆者は、ＰＢＬ型授業「交流さんぽ会」
を通して、受講学生のプロジェクトマネジメント
能力を育成したいと考えている。本稿ではこの活
動の現状と課題と今後の展開を述べる。
１．ＰＭとＰＭ教育
　東京オリンピック開催に向け「国家プロジェク
ト」が進められている。このメディア等で盛んに
耳にする「プロジェクト」という言葉は、反復継
続的に行われる業務ではなく、非定常的で有期的
な業務を指す。自動車メーカーで例えるなら、新
機車両をデザインし、開発する業務はプロジェク
トであり、生産ラインなどで量産するための業務
は定常的な業務である。
　長崎ウエスレヤン大学は、「福祉コミュニティ
の形成と持続的発展」を建学の理念としている。
「福祉コミュニティ」とは、国籍、性別、年齢、職
業、障害の有無、などに関わらず、全ての人が共
に支え合い、共に生きることができる「グローバ
ルかつローカルな共生社会」のことであるが、こ
の福祉コミュニティの実現は、全人類の理想であ
り地球規模の超巨大な「プロジェクト」と言える。
　そもそもプロジェクトとはいつの時代から行わ
れだしたのだろうか。時代を遡ると、農耕社会へ
の移行や、エジプトの「ピラミッド建設」、中国
の「万里の長城建設」、また鎖国を解き新たな日
本を創造するための「廃藩置県」や「明治維新」
といった国家制度を一新する取り組みも、プロ
ジェクトと言える。このように人類史と共に数多
くのプロジェクトが実施されてきた。しかし、プ
ロジェクトは既存事業の継続ではなく、未知への
挑戦であることから、プロジェクト半ばで頓挫す
る例や、納期に間に合わない、予算を超過する、
到達目標や計画の見直しを迫られるといった失敗
例は数多い。製造業など失敗例は公表されないた
め統計的な数値は分からないが、センミツ（成功
率1000分の３）と表現されることもあるぐらい
だ。また、佐藤（2015.24）ではプロジェクトは
一度限りの業務であり、反復継続的に行われる業
務ではないため通常の意味でのＰＤＣＡサイクル
が成り立たないと述べている。プロジェクトは個
別的であり、必ずしも特定のプロジェクトの具体
的手法が他のプロジェクトにそのまま応用できる
ものではないからだ。
　このようにプロジェクトは非定常的な業務であ
り、目標も条件（ヒト・モノ・カネ）も多様であ
ることから、プロジェクトを成功させる手法は、
プロジェクトごとに異なり、過去の成功要因を取
り入れても成功率が上がるわけではないと考えら
れてきた。ところが1960年代に入ると、冷戦期に
ソビエト連邦の有人ロケットの打ち上げで先を越
されたアメリカ国防総省が、開発プロジェクトの
プロセスの体系化を整理することで業務の効率化
を考え始めた。そしてプロジェクトの成功事例を
模範事例（Good Practice：以下ＧＰ）と捉え、
こうしたＧＰの成功要因の中核にある共通項を抽
出し、「プロジェクトマネジメント（以下、ＰＭ）」
を手法として進展させた。また、その後1992年に
クリントン政権がＰＭの手法により国家赤字予算
を解消したことでＰＭは広く認知されるように
なった。現在ではＰＭの知識体系は、2012年に発
行されたＰＭＢＯＫ１（第５版）にガイドブック
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ＰＢＬによるプロジェクトマネジメント能力の育成
としてまとめられ、ＰＭの共通概念、用語の提供
を行っている。このＰＭＢＯＫは４年に一度改定
されることになっており、ＰＭに関して現在世界
で最も普及し、プロジェクトにおける羅針盤とし
て機能している。ＰＭＢＯＫでは、品質、スコー
プ（プロジェクトが担う業務的な規模）、タイ
ム、コスト、人的資源、コミュニケーション、リ
スク、調達、統合マネジメントにより構成され、
ＰＭＰ２といった資格の取得を推奨する企業もあ
る。尚、日本においては1999年に「プロジェクト
マネジメント学会」が設立されている。
　教育分野においても特にＩＴ分野や建築分野を
中心に、知識や技術力を元にＰＭを実施できるス
キル、コンピテンシーを持つ人材を育成することを
目標に、「プロジェクトマネジメント教育（ＰＭ教
育）」の普及が進められ、近年は分野の広がりや、
中高での実践報告がなされ早期化の動きがある。
　教育への取り入れは、これまで資格であるＰＭ
Ｐ取得に合致した講義を設置する大学（院）もあ
るが、その一方、実際にプロジェクトへの参加経
験のない、あるいはあっても乏しい学生に対し、
ＰＭＢＯＫをもとに指導しても十分な効果は望め
ないといった指摘がなされている。そこで企業研
修の一環として行われるＯＪＴのようにプロジェ
クトを実際に運営しながら、運営手法を学ぶ指導
方法が求められている。
２．ＰＢＬとＰＭ教育
　従来の教養や知識を重要視する教育傾向が見直
され、より実践的で運用能力を育成するニーズが
高まっている。そして実践的な教育手法として欧
米発祥の教育手法であるＰＢＬが注目を集め、教
育現場に取り入れられている。ＰＢＬとは、
Project Based Learningの略称であり、日本語で
は「プロジェクト型学習」や「問題解決型授業」
などと訳されることが多い。学習者がプロジェク
トに参加し、プロジェクトの成功に貢献する中
で、学習目的を再確認し、知識を運用し、他者と
協力する能力を実践を通し身に着ける手法である。
ＧＲＡＣＥセンターのＰＢＬ教材洗練ＷＧの報告
（2012）によるとＰＢＬは、通常の授業や教育手法
と以下のような点が異なっているとされ、この違
いが今まさに、注目を集める要因となっている。
①課題の解決を目的とする（アウトプット・総
合力志向）
②チームの力によって課題を解決する
③受講者の自主性・自律性を重んじる
　長崎ウエスレヤン大学では「体験主義」を掲
げ、学科の枠を超えた学部共通のプログラムとし
て、ボランティア活動に代表される「コミュニ
ティサービスラーニング（以下、ＣＳＬ）」と呼
ばれる地域貢献活動をカリキュラムに組み入れて
いる。学内で身につけた知識を、学外で実際に活
用することでその後の学習意欲や実践力を高め、
また自分の適性を確かめる機会として、2002年よ
り正規授業として行われ、2015年度現在は１年次
および２年次の卒業必修科目とされている。本学
の全教員が携わり、福祉、子育て支援、地域づく
り、といった様々な分野のプロジェクトが提供さ
れ、地域の課題を地域住民と一緒になって解決し
ていくことからＰＢＬ型の指導方法と捉えること
ができる。そしてＰＭを実践の中で学ぶ方法とし
てＰＢＬは最適と言える。
　執筆者が担当するＣＳＬ、プログラム名「交流
さんぽ会」は、多文化による文化的な豊かさを社
会に提供する趣旨で作られたプログラムで、本学
の留学生、日本人学生が協力し、様々な交流会
（プロジェクト）を企画運営している。2015年度
は地域市民に成人講座を行い、留学生が自国の郷
土料理を指導する企画など、十数のプロジェクト
を計画し実行してきた。
　この留学生の郷土料理指導のプロジェクトを例
にするなら、運営準備に当たり、次のような手配
を必要とした。
１．公民館の施設利用申請用紙、使用料免除申請
用紙（教育機関のため）の手配。
２．使用料免除申請用紙に大学公印を使用するた
めに起案文章を作成し公印使用の許可を請う。
３．施設申請用紙、使用料免除申請用紙の記入・
捺印をする。その後、提出（公民館）
４．イベントの参加者募集を市報で行うため市報
の案内文章を作成する。また同文章を大学ＨＰ
に掲載する。
５．学外活動申請書の記入提出（学生課）
６．大学バス利用申請書の記入提出（教務課）
７．食材のリスト化および手配。
１　ＰＭＢＯＫ：A Guide to the Project Management Body of Knowledgeの略。米国の非営利団体Project Management Institute（Ｐ
ＭＩ）が策定したプロジェクトマネジメントの知識体系。ＰＭＩは世界で40万人の会員を擁する世界最大のＰＭ団体。
２　ＰＭＰ：Project Management Professionalの略。ＰＭＩが行う国際的なＰＭ資格認定。2014年７月時点で60万人がＰＭＰを取得している。
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ＰＢＬによるプロジェクトマネジメント能力の育成
８．エプロン・三角巾の手配。
９．配布用レシピの作成、印刷。
　このように１つのプロジェクトを実行するため
に多くの作業と時間を要する。これを留学生と日
本人学生が意味交渉を行いながら異文化間プロ
ジェクトマネージメントを行う必要がある。
　ＣＳＬ「交流さんぽ会」では、以上のようなプ
ログラムを１年間に十数企画運営したが、学期初
回と２回目のプロジェクトに関しては執筆者がプ
ロジェクトマネージャを務め、受講学生にイベン
トに参加してもらった。そしてプロジェクト後の
振り返りで、執筆者が立てた計画、手配したこと
／道具、を想起させた。こうして学習者はプロ
ジェクトのバックヤードを知り、計画や準備の重
要性を学んだ。その後、受講学生を留学生と日本
人およそ７名程度の混合グループに分け、各グ
ループにプロジェクトリーダーを立て、企画実行
を行った。そして成功と失敗を体験し、この経験
を通して、受講学生の企画力、運営力、コミュニ
ケーション能力、といったＰＭ能力の育成を行っ
ている。
３．現状と課題と今後の展開
　ＣＳＬ：「交流さんぽ会」は、目的を「ＰＭの
育成」とし、手段を「異文化交流イベント」とす
る活動でもあると同時に、目的を「異文化交流の
提供」とし、手段として「ＰＭの手法」で運営す
る活動である。つまり、ＣＳＬは教育的目的と社
会的目的（地域貢献）の２つの目的を合わせ持つ
活動である。
　しかし受講学生が記入するプロジェクトの事前
と事後の振り返りシートを見ると、教育目的であ
るＰＭに関する意識が人により限定的であること
が窺える。
例）
◦ハイキングはとても好きです。希望に燃えています。
（留）
◦日本人の先輩と日本語で話すこととか生活の言葉も習
えました。（留）
◦天候にも恵まれ、参加者も多く、皆、私たちのプロ
ジェクトを楽しんでくれてよかった。（留）
◦留学生の友人を作るいい機会になった。（日）
◦留学生の包丁さばきに感心した。（日）
◦ベトナムやネパールの文化を知ることが出来、異文化
に興味を持った。（日）
　こうした声は、「異文化交流の提供」という目
的に意識が集中し、「ＰＭ教育」というもう１つ
の目的に意識が及ばないようである。ただし、
個々で振り返りをすると意識されにくかったＰＭ
教育に対する意識も、プロジェクトメンバーと合
同で振り返る際は顕在化される傾向が見られた。
プロジェクトメンバーとの振り返りには、「ＫＰ
Ｔ」と呼ばれる手法を用いた。ＫＰＴとはKeep
（良かった点：継続）、Problems（問題・今後の
課題）、Try（今後の具体的計画）の頭文字をとっ
たもので、この３つをグループ間で話し合い書き
出していくという業務改善の一手法である。この
ＫＰＴによる振り返りでは、個人の振り返りでは
あまり表出されなかった改善点が多く挙げられ
た。この傾向が生じる背景の１つとして、ＫＰＴ
ではProblems（問題・今後の課題）を抽出する
工程があり、これが活発な改善への提言につな
がったのだろう。
　また来年度以降、ＰＭ教育に対する学習意識を
高めるために、次のような試みを検討している。
１）個人の振り返りもＫＰＴ法を取り入れる。
２）各プロジェクトの目的だけでなく、具体的客
観的な目標を設けたい。年間の目標イベント参
加者数を挙げるなど、具体的にプロジェクトの
成否が可視化できる形を取りたい。
３）ＷＢＳ（Work Breakdown Structure）およ
びガントチャートの指導と作成。
　交流さんぽ会のプロジェクトは年に十数回行
われたが、初回と２回目のプロジェクトは執筆
者がプロジェクトマネージャとしてプロジェク
トを運営した。プロジェクト終了後、非執筆者
が作成したＷＢＳ（資料参照１）およびガント
チャート（資料参照２）を学生に提示し、ＰＭ
の手法を指導した。ＷＢＳとはプロジェクト全
体を、業務を階層的に構成し、それぞれの業務
に管理番号を付番し、プロジェクト業務を可視
化したもの。プロジェクトにとって設計図と
いってもよい重要でパワフルなツールである。
またガントチャートとは工程管理に用いられる
表の１つで、縦軸に工程、横軸に時間軸をとり
作業の進捗を把握するためのチャートである。
しかし、2015年度は学生が主催するプロジェク
トでは必ずしもＷＢＳやガントチャートの作成
を課さなかった。今後はＷＢＳ／ガントチャー
ト作成を学期当初は執筆者が基本設計を行い、
段階的に学習者だけでＷＢＳ／ガントチャート
が作成できるように指導したい。
４）ＰＭ講義とシミュレーション
　ＰＭＰ取得者が行うＰＭ研修が各地で行われ
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ている。そこでは、ＰＭを実体験するために
「ＬＥＧＯブロックで家を組み立てる」といった
導入的な講座が開講されている。こうした取り
組みを参考に分かりやすいＰＭ教育を検討する。
５）ＰＭに関する知識・思考を問うペーパーテス
ト／レポート課題を行う。ただし、ＣＳＬ交流
さんぽ会には１年生の留学生も多く受講してい
るため、ペーパーテストは日本語のバイアスと
なることが懸念される。このことから作問には
十分検討を積みたい。
　また執筆者自身がＰＭに関する知識と経験を深
め習熟する必要がある。そのためＰＭに関するワー
キンググループを教員間で立ち上げ、ＣＳＬの運営
や評価方法を行う体制を作りたいと考えている。
　さらに大学外からもプロジェクト運営に経験豊
富な社会人と積極的に協働したいと考えている。
大学で実施されるＰＢＬは、学年には差があるも
のの、ＰＭに精通したメンターとなる存在は稀で
ある。ＯＪＴのようにプロジェクト経験豊富な人
材がマジョリティーの環境を実現できれば理想的
だと考えている。
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図：「茶摘、製茶体験プロジェクト」におけるＷＢＳ
ＷＢＳ （Work Breakdown Structure）
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